
庶務報告(一般)資料陥6

平成2 4 年 3 月

いて葛飾区文化財の指定及び登録につ

平成 23年 度 葛 飾区指定無形文化財

平成 23年 度 葛 飾区指定有形文化財 (追加)

名 称 所在地及び所有者 備 考

1
しほんちゃくしょく じぞぅ  じ ゅうおぅず

紙本 着 色 地蔵 ・十 三図

葛飾区細田三丁目5番 10号

東覚寺

代表役員 柏 原 慶 純

詳細は別紙のとお り

所在地及び所有者

に ほノじとう

( 日本 刀 )
葛飾区高砂五丁目42番 3号

大野 義 光 (本名 :吉川 三 男)
詳ネ田は月中紙のとおり

平成 23年 度 葛 飾区登録有形文化財

所在地及び所有者

東 京 都第五建 設事務所

古井戸

葛飾区東新小岩一丁目

14番 11号

東京都建設局

詳旅日は別】低のとおり

平成 23年 度 葛 飾区登録有形民俗文化財

所在地及び所有者

葛飾区東水元三丁目19番 9号

大須賀 達 雄
詳孫田は丹十i紙のとおり



資料 1
紙本着色地蔵 E十五図



資料 2
金工 (日本刀)



東京都第五建設事務所 古 井戸
資料3

一
― ~



資料 4
水 塚

誓‐そ



轟齢匡費亀期螢録舎曝 区登録 十      一

区指定 1  得   ―

名 称 紙本着色地蔵・十五図 (追加ち 称変更) 種 別 指定有形文化財

所

在

地

葛飾区細田三丁 目5番 10号 (東覚寺)

( 年 月 日変更)

所

有

者

(氏名)宗 教法人 東覚寺 代 表役員

(住所)葛 飾区細田三丁目5番19号

柏原 慶純

(生年 月 日)年  月   日 生

(目巨F兼雪)     3657-3877

管 占

理

責有

任

者者

(氏名 )

(住所 )

上

上

(生年 月 日)年  月   日 生

(電話)    3657T3877

形保

状存

内
状

容 況

材製

質作

用
年

途代

・等

詳細は別紙参照

記
録

・
文
献

『葛飾区寺院調査報告 上』葛飾区教育委員会 昭和54年3月

調 査

年 月 日 平成あ名 月23日 調査者
浅井 京 子

区登録
年 月  日 告示 第  号

区指定
昭和55 年 3月 7日 告示第 号

(解除)年  月  日 告示第 号 (解除)年  月  日 告示第 号

者馬す旨定
年  月  日

国指定
年  月  日

(解除 )年  月  日 (解除)年  月  日

※

所
有
者
欄
は
、

保
持
者
又
は
保
持
団
体
の
代
表
に
、

そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
て
使
用
す
る
。
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審議会の経過 ・修理 ・現状変更等の記録

年   月   日 内 容 等

平成22年8月23日

平成23年12月6日

平成24年2月3日

調査

葛飾区教育委員会から文化財保護審議会へ諮問

文化財保護審議会から葛飾区教育委員会へ答申

(写真貼付欄 )

-2-



経本着色地蔵 。十三図 (追カロ)

<形  状 >

十三図

紙本着色 紙 装軸仕立
Ⅲ

各軸とも 竪 108 横 49 (cm)

地蔵三尊図

紙本着色 紙 装軸仕立

① 竪 108     横 47.2

② 竪 108   横 47.2

③  竪 107,7   横 47

<年   代 > 江 戸時代

<保 存状態> 表 装には僅少の欠損と糊離れがあるが、画面は若子の剥離 ・摩

耗 ・折切れがあるのみで、比較的保存良好である。 (以前の状態)

全体的に折れがある。 (今回)

<内   容 >

第 1素広王～第8平 等王の8王 はすべて正面に向かつて坐し、従者ともに前

方で鬼に責められている亡者を裁く状を表す。第 9都市王は左膝を立て、向か

つて右上方の雲上の仏立像及び 「法華経」の題箋ある巻子本に向かつて三従者

ともに合掌し、前方には釜茄で及び崖から墜落する亡者、並びに亡者を刺した

槍をもつ鬼を見る雲上の比丘を描き、第 10王 道転輪王は亡者の身体に釘を打

つ鬼の髪を掴み、首を右に仮け前方で亡者を救済する地蔵菩薩を凝視する姿を

描く。各図とも上方雲上に各三の本地仏を図示してある。また第5閣魔王の髪 ・

髯 !家は白いが!他の9王 のそれは黒い。

色彩 ・人物の容貌 ・服飾及び都市王図の法華経が7巻であること等から、こ

の十三図は近世の中国系統の図様と認められるが、平等王図の中の相い戦う武

士の鎧が和風であること、各工の本地仏が描かれていること等から、おそらく

は中国系統の原図の若干の改作を加えて邦人が模写したものと思われる。王名

や筆者名の記載はない。

通常の十三図は十五すべてが亡者を裁く状を表しているに対して、この図の

第 9。 10両 王の図様は特異である。とくに第 9王 の図は唐蔵川述の 「地蔵菩

薩発心因縁十王経」の所説に基いて作図されたものと思われる。

なお、この第 9王 図と同様の構成を同じくする図が新小岩照明寺に存する。

側
ｃｍ
ｃｍ
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紙本着色地蔵 ・十五図 (追加)

また平成 22年 8月 23日 、浅井先生による調査により、昭和 55年 3月 に

指定された十五図のほかに、紙本着色地蔵菩薩 ・両脇侍蔵三幅が見つかつた。

地蔵菩薩 。両脇侍蔵三幅は、以前より指定されている十三図と一括として捉え

られる資料である。

紙本着色地蔵菩薩 ・両脇侍像三幅。

地蔵菩薩は正面向き、右手は胸前で錫杖の柄、左手は胸前で宝珠を持ち、蓮

華座に坐す。蓮華座下には水波に囲まれた岩座、宝珠付輪光背および天蓋があ

る。童子の一は腰を屈め、両手で杖に行 り、斜右向きに流水に囲まれた岩座上

に立つ。おそらく赤童子であろう。他の童子は頭上に開蓮を頂き、合掌、左脇

に紡鍾状のものを挟む古台座は前者に同じ。尊名不詳。三幅とも 「智山画 ①

①」の落款がある。

「紙本着色地蔵菩薩 ・両脇侍像三幅」は、資料全体の中心となるものである。

<由緒・沿革> 近 代以前から東覚寺に所蔵されていたものであろう。

<指 定理由>

筆致は正規の画家の作とは認め難いが、図柄は近世の中国画に和風を加味し

たものであり、しかも通常の十五図とは系統を異にする点で保存に価するもの

と思われる。

また、平成 22年 8月 の調査により、昭和 55年 に指定されている 「紙本着

色十五図10幅 」の他に 「紙本着色地蔵菩薩 ・高脇侍像二幅」が確認された。
「紙本着色地蔵菩薩 ・両脇侍像三幅」は、資料全体の中心となすものであるた

め平成 23年 度、追加して指定すると
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紙本着色地蔵 。十二図 (追加)
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鶴齢匡受亀播登録舎購 区登録 十      一

区指定 1  慕   ―

名 称 金工(日本刀) 種  別 指定無形文化財

所

在

地

葛飾区高砂王丁 目42番 3号

( 年  月  日 変更)

所

有

者

(氏名)大 野 義光(本名:吉川 三男)

(住所)葛 飾区高砂=丁 目42番3号
(生年 月 日)年  月   日 生

(月重言舌)   3 6 0 0 - 6 8 1 1

管 占

理

責有

任

者者

(氏名 )

(住所 ) (生年 月 日)年  月   日 生

(伺重言舌)   3 6 0 0 - 6 8 1 1同

形保

状存

内
状

容況

材製

質作

用
年

途代

・等

<内 容 >

昭和44年 、21歳 の時に吉原義人氏・荘二氏について鍛刀の技術を学んだ。昭和50年 3月、文化庁から「美術刀
剣類製作承認」を受け刀匠となる。以来昭和62年 に刀匠会で最高位にあたる≪無鑑査≫の位を受けるまで、数々
の日本刀製作の展覧会で受賞した。

<指 定理由>
大野義光氏は、吉原義人氏・荘二氏に師事し、備前伝の鍛刀の技術向上とともに、刃紋では重花丁子の再現に

成功している。国宝「出鳥毛」の写し、正倉院宝物 「黒作大刀」模造品作成など、古刀の芸術性を兼ね備えた製造
技術を伝えることのできる実力者である。

詳細は別紙参照

記
録

。
文
献

展覧会図録『大野義光重花丁子の世界一古刀備前を追う一』 林原美術館 平成3年

調 査

年 月 日 平成九行8 月17日 調査者

区登録
年  月  白 告示第 号

区指定
年  月  日 告示 第  号

(解除)年  月  日 告示第 号 (解除)年  月  日 告示第 号

者呂才旨定
年  月  日

国指定
年  月  日

(解除)年  月  日 (解除)年  月  日

※

所
有
者
欄
は
、

保
持
者
又
は
保
持
団
体
の
代
表
に
、

そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
て
使
用
す
る
。
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審議会の経過 ・修理 。現状変更等の記録
・

年   月   日 内 容 等

平成23年8月17日

平成23年12月6日

平成24年2月3日

調査

葛飾区教育委員会から文化財保護審議会へ諮問

文化財保護審議会から葛飾区教育委員会へ答申

(写真貼付欄 )
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金工 (日本刀)

<経  歴 >

昭和 23年 (1948)新潟県西蒲原郡黒埼町 (現新潟市)に 生まれる

昭和 44～51年 (1969～■976)刀 匠吉原義人氏の下で修業する

昭和 47年 (1972)日本大学農獣医学部卒    ~

昭和 59年 (1975)新作名刀展に初出品 奨 励賞を受賞

昭和 51年 (1976)新潟に 「大野義光鍛刀場」設立

昭和 51～55年 (1976～1980)努 力賞を受賞

昭和 57年 (1982)高松宮賞を受賞

昭和 58年 (1983)文化庁長官賞を受賞

昭和 59年 (1984)伊勢神宮第 61回式年遷宮の御神刀を謹作奉仕

国宝 「出鳥毛」写し完成

昭和 59～62年 (1984～1987)高 松宮賞を4年連続受賞

日召和 622芋 (1987)無 す謁:査認定

平成元年 (1989)伊勢ネ申宮第 61回 式年遷宮の御神鉾 (4日)を 謹作奉仕

平成 3年 (1991)林原美術館において個展 「大野義光重花丁子の世界一古刀備

前を追う一」

平成 8年 (1996)正倉院宝物 「黒作大刀」模造品 (1日)作 成  |

平成 23年 (2011)公益財団法人日本刀文化振興協会 幹 事会幹事

< 受 賞 歴>

昭和 50年 (1975)第 11回新作名刀展で 「奨励賞」

昭和 51年 (1976)第 12回新作名刀展で 「努力賞」

昭和 52年 (1977)第 13回新作名刀展で 「努力賞」

昭和 53年 (1978)第 14回新作名刀展で 「努力賞」

昭和54年 (1979)第 15回新作名刀展で 「努力賞」

昭和 55年 (1980)第 16回新作名刀展で 「努力賞」

昭和 56年 (1981)第 16回新作名刀展で 「奨励賞」

昭和 57年 (1982)第 17回新作名刀展で 「高松宮賞」

昭和 58年 (1983)第 18回新作名刀展で 「文化庁長官賞」

昭和 59年 (1984)第 19回新作名刀展で 「高松宮賞」

昭和60年 (1985)第 20回新作名刀展で 「高松宮賞」

昭和61年 (1986)第 21回新作名刀展で 「高松宮賞」

昭和 62年 (1987)第 22回新作名刀展で 「高松宮賞」

昭和 62年 (1987)第 22回新作名刀展に無鑑査認定
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轟鍮轟黄亀難壁録舎購 区登剣   ね
6と

区指定 十      一

名 称 東京都第王建設事務所古井戸 種 別 登録有形文化財

所

在

地

葛飾区東新小岩一丁 目14番 11号

東京都第五建設事務所 ( 年  月  日 変更)

所

有

者

(氏名 )東
京都建設局

(住所)贅察覇浮繁⊆乗芹昌
8摺予1号 (生年月 日)年

(電話 )

月 日生

管 占

理

責有

任

者者

(氏名 )

(住所 )

東京都第五建設事務所 庶務課

東京都葛飾区東新小岩一丁目14番 11号

(生年月 日)年  月   日 生

(電話 ) 3692-4574

形保

状存

内
状

容 況

材製

質作

用
年

途代

・等

詳細は別紙参照

記
録

・
文
献

『公害と東京都』東京者「公害研究所 昭和45年
『日本生活をむしばむもの一公害のはなし―』東京都公害局 昭和46年
『低地の河川』東京都建設局河川部計画課 昭和59年
『東京都土木技術研究所年報』土木技術研究所 昭和62年

査

日月

調

年 平成23年 5月 13日 調査者

区登録
年  月  日 告示第 号

区指定
年  月  日 告示第 号

(解除 )年  月  日 告示第 号 (解除)年  月  日 告示第 号

著居す旨走
年  月  日

国指走

｀
年 月 日

(解除)年  月  日 (解除)年  月  日

※

所
有
者
欄
は
、

保
持
者
又
は
保
持
団
体
の
代
表
に
、

そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
て
使
用
す
る
。
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審議会の経過 ・修理 。現状変更等の記録

年  月   日 内 容 等

平成23年5月13日

平成23年9月7日

平成23年12月6日

平成24年2月3日

調査

調査

葛飾区教育委員会から文化財保護審議会へ諮問

文化財保護審議会から葛飾区教育委員会へ答申

(写真貼朴欄)
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東京都第五建設事務所古井戸

< 形  状 >

溶接部分 一

径

単位 m

破損部 25X100(mm)

※登録時の範囲については現在の柵内 。地下の部分含むとする。

<年   代 > 昭 和 13年

<材   質 > 鉄 製

<保 存状態> 管 下部には破損がある。

<内   容 >

昭和 13年 東京府旧第四道路出張所において掘 り抜いた井戸で、水質の関係

で再度、地下60mの 固い地盤まで掘り下げられ現在に至っている。なお、所

管は機構改革等の変遷により、昭和21年 に東京都第五建設事務所となつた。

東京低地の地盤沈下は、明治時代末期から大正時代初期に発生し、第二次世

界大戦末期の一時期を除き、昭和40年 代まで年々沈下量及び沈下区域が拡大

した。本資料においては、国い地盤の上の柔らかい地盤が地下水のくみ上げで

収縮した分だけ管が露出してしまい、「抜け上がり」と呼ばれる現象を示してい

る。

その後、地盤沈下を防止、軽減するため江東地区を中心に、昭和36年 「工

業用水法」、昭和38年 「建築物用地地下水の採取の規制に関する法律」により

地下水の揚水規制が行われた。結果、昭和40年 代頃から地下水位は上昇に転

じたが、地盤沈下は引き続き進行した。このためく昭和 46年 から工業用水法

による規制基準強化、工業用水源井の上部廃止、水溶性天然ガスの採取停止が

０

一　

　

　

　

　

　

〇

千

２
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東京都第五建設事務所古井戸

実施された。

葛飾地区は東京都における江東周辺に次ぐ軟弱地帯であり、年に5cm近 い地

盤沈下の傾向が見られていた。井戸はその経過を知る資料である。

熙 ン

<登 録理由>    ,

井戸は、東京東部低地帯において、地盤沈下が進んだ様子を表し、その経過

を示すものとして注目に値する。

S38.5.1

3915,1

41,5.2

S42.5.2

S43.5。1

S44ぃ6.18

S44.12.11

S58.4

S62.4

S63,8,17

H2.6

H3.6.10

H14.7

1.050

1.100

1,170

1,215

1.225

1.285

1.308

1.328

1,355

1 . 4 2 0

1 . 4 3 0

1 . 4 3 0

1 . 4 3 0

1 : 4 5 0

0.050

0,070

0.045

0.010

0.060

0.023

0,020

0.027

0.065

0.010

0.000

0.000

0.020

0。120

0。165

0.175

0.235

0.258

0,278

0,305

0.370

0.380

0.380

0。380

0.400
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轟齢目受亀期整録ェ舎曝 区登録 1 何
内   一

区指定 |      ―

名 称 水  塚 種 別 登録有形民俗文化財

所

在

地

葛飾区東水元三丁 目19番 9号

( 年 月 日変更)

所

有

者

(氏名 )大
須賀 達雄

(住所 )葛
飾区東水秀三丁目19番9号

(生年月 日)年  月  日 生

(目重青舌)   3608-2392

管 占

理

責有

任

者者

(氏名 )

(住所 )

上

上

(生年月 日)年  月   日 生

(電話 )3608-2392

形保

状存

内
状

容況

材製

質作

用
年

途代

・等

詳細は別紙参照

記
録

・
文
献

『葛飾区水倉調査報告書』建築文化研究所 昭和54年

調 査

年 月日 平成23年 5月 14日 調査者

区登録
年 月  白 告示第 号

区指定
年  月  日 告示第 号

(解除)年  月  日 告示第 号 (解除)年  月  日 告示第 号

者馬す旨定
年  月  日

国指定
年  月  日

(解除)年  月  自 (解除)年  月  日

※

所
有
者
欄
は
、

保
持
者
又
は
保
持
団
体
の
代
表
に
、

そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
て
使
用
す
る
。
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年  月   日 内 容 等

平成23年5月14日

平成23年9月14日

平成23年10月28日

平成23年12月6日本

平成24年2月3日

調査

調査

調査

葛飾区教育委員会から文化財保護審議会へ諮問

文化財保護審議会から葛飾区教育委員会へ答申

(写真貼付欄 )

審議会の経過 。修理 。現状変更等の記録
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塚

<形 状 >

東水元3-1 9 - 9  水塚

約 10年 前に、屋根が落ちたため、屋根を修理。その際に土壁にモルタルを塗 り黒いペンキを

塗った (一部は鉄板が張つてある)
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水

<年  代 >

明治 3年

(板壁墨書) 「明治三年十二月建立ス

先祖十三代目大須賀勇蔵」

※ 「先祖十二代目」の 「三」は後筆か。

<保 存状態>
一部損傷は見られるものの、緊急に保存処置を施す必要は見受けられない。

<内   容 >

葛飾区の中川 。江戸川沿いの低湿地の農家では、江戸時代以来、屋敷地の一

部を盛土して、その上に建物を建て、水害に備えていた。周囲は垣根や植木で

囲まれ根が張ることで土砂崩れを防いでぃた。

関東地方では、利根川中 ・下流域の低湿地帯にこの水塚が見られるが、葛飾
一帯も、かつては利根川水系につながつており、このような風習が伝わつたも

のであろう。その起源は明らかではないが、全国的には、木曽長良川の輪中、

大阪淀サ|1沿岸に見られるものと共通している。

建物には水害に備えて穀物などを貯穀していたが、増水の際には、ここで生

活するために、小舟を用意して、軒下などに収納していた。

大須賀家においては、昭和 22年 (1947)のカスリーン台風による水害時に、

実際に利用され、ここに約 1週間避難をした。また、現在の水塚の軒下に小舟

が吊るされているが、これはカスリーン台風による水害時より後に作ったもの

である。水害時には、現在備え付けられている小舟 (4350X最大幅 920 111n)で

はなく、少し大きな5間 くらいあつた舟が水塚ではなく、別の倉庫に置かれて

おり、それを使用したとのことである。
・

<登 録理由>

中川 ・江戸川流域の最下流にあたる当区において、水害の際の避難所である

水塚の存在は、水元地域が洪水 ・氾濫の影響を受け続けた地域であったことを

示す貴重な資料である。
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